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〔Abstract〕
　In this report, we describe our educational activities for developing community assessment tools and 
videos to help undergraduate students understand the concepts and conduct of community assessment. 
We carried out these educational activities in three phases. The first phase involved a study of the 
methods of community assessment for undergraduate students. The second phase consisted of the 
development of a community assessment sheet and video of a field survey. The third phase included an 
interview for the development of video materials for the students. These phases received positive 
feedback from the students, particularly the video materials which proved useful for conducting field 
surveys. In conclusion, the acquisition of community assessment skills in phase 1, the development of a 
community assessment sheet in phase 2, and the creation of video materials in phase 3  served as 
important educational models and materials, as well as useful tools for community assessment and 
future education. The developments of these educational models and teaching materials were 
undertaken by the faculty of Public Health Nursing as part of an educational development project in 
FY2022. 
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〔要旨〕
　本学学部における地域特性理解のためのコミュニティ・アセスメントの展開方法ならびに効果的な地
区踏査の教材開発を目的に，以下の 3 段階で取り組みを実施した。
　「第 1 段階：体系的なコミュニティ・アセスメントを理解・実施するための教育方法の検討」では，学
生のレディネスに応じた教育内容の検討およびコミュニティ・アセスメントの基盤となるモデルの検討
を行った。また「第 2 段階：コミュニティ・アセスメントの技術習得のための教材開発」では，コミュ
ニティ・アセスメントツールの作成および地区踏査の動画教材の開発（都市部編）を行い「第 3 段階：
学部学生への動画教材に関するヒアリング」を実施した。その結果，動画教材は地区踏査を行う際に有
用である等の回答を得ることができ、今後の教育に活用できると考えられた。
　なお，本教育モデルおよび教材開発は，2022年度の教育改革推進事業の一環として公衆衛生看護学の
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教員で取り組んだ。

〔キーワーズ〕コミュニティ・アセスメント，教材開発，公衆衛生看護学
 

Ⅰ．はじめに

　コミュニティ・アセスメントは地域や対象（組織や集
団）の特性に応じた保健活動を行うための基盤となる重
要な公衆衛生看護技術の 1 つであり，保健師養成課程指
定規則や保健師国家試験の出題基準の項目としても示さ
れている。地域診断，地区診断と表現されることも多い
が，本学では地域，組織，集団など多様なコミュニティ
への健康支援の基盤であることを踏まえて，「コミュニ
ティ・アセスメント」としている。コミュニティ・アセ
スメントの目的はコミュニティの様々な構成要素（人々，
環境，資源，システムなど）から人々の健康状態やコミュ
ニティのもつ強み・弱みを検討し，健康課題を明確にし
たうえで，支援方策を検討することにある。地域におけ
る多機関／多職種と連携・協働した看護支援を実践する
には，地域特性を理解したうえで人々の健康支援につい
て検討する必要があり，コミュニティ・アセスメントは
看護師養成課程においても重要な学習内容となっている。
　本学では，地域特性や対象特性に基づく保健活動を行
うための知識や技術を習得することを目的として，看護
学部における 2 科目「公衆衛生看護学」「看護ゼミナー
ルⅠ・Ⅱ（公衆衛生看護学）」，大学院上級実践コース（保
健師養成課程）における10科目でコミュニティ・アセス
メントを実施している。コミュニティ・アセスメントに
ついての理論やモデルは複数あるが，本学ではコミュニ
ティ・アズ・パートナーモデル1）を採用し，コミュニティ
を把握する枠組みとして教授している。
　現状の学習上の課題として， 2 点が挙げられる。 1 点
目は，コミュニティ・アセスメントの情報収集の段階（コ
アと 8 つのサブシステムの枠組みでの情報収集）におけ
る質的データの不足や，公開されている統計結果のみで
健康課題を抽出している点である。情報収集では，既存
資料からの情報収集に加え，対象となる地域に実際に足
を運び，ヒアリングを含む地区踏査を行うことを課して
いるが，具体的な観察ポイントが記載された資料は授業
内で提示しているものの，地区踏査の実施の仕方につい
ての具体的な既存教材はなく，学生が地区踏査の具体的
なイメージをつけにくいことが課題として挙げられる。
保健師養成課程では都市部のみでなく地方の農村部や山
間地域ならびに海外での演習・実習も行っており，見る，
聞く，感じるなど自分たちの五感で多様な地域特性を的
確にとらえる能力も求められるが，地区踏査において，
どこを・何を・どうやって見聞きしたら地域の特性をつ

かめるのかの理解が不十分であることが否めない。 2 点
目は「アセスメント・健康課題の抽出」と「支援方策」
との乖離である。健康課題として抽出したことに対して，
どのような支援方策が求められるのか，またその支援を
いつ，どのように評価するのかについて計画・立案する
が，既存の保健事業の列挙や対象特性に即さない支援策
を立案することが少なくない。コミュニティ・アセスメ
ントにはコミュニティ全体の特性を理解するための探索
的なコミュニティ・アセスメント（データベースアセス
メント）と，特定の課題や限局したコミュニティ／集団
に焦点を絞って行うコミュニティ・アセスメント（フォー
カスアセスメント）がある。学部ではカリキュラムの制
約上，フォーカスアセスメントを実施する機会が限られ
るが，大学院では実習に向けたアセスメントとなるため
必須となっている。しかし，探索的アセスメントから
フォーカスアセスメントへと思考や具体性を深めるプロ
セスの理解が十分でなく，実践へとつながる効率的・効
果的なアセスメント展開が行えていない現状があり，課
題となっている。

Ⅱ．教材開発のねらい

　上述した本学の課題を踏まえ，講義で学んだ知識や技
術を実践の場で活用し，実践に即したコミュニティ・ア
セスメントを展開する能力を養うため，本教育改革推進
事業では，学部教育に焦点を当て，一連のコミュニティ・
アセスメントの展開方法の再検討ならびに効果的な地区
踏査の方法について具体的イメージを体感しながら学ぶ
ことができる教材を開発し，地域特性・対象特性に基づ
く保健活動の実践に必要な知識や技術の習得を目指すこ
とを目的とした。

Ⅲ．取り組み内容

　学部における地域/対象特性理解のためのコミュニ
ティ・アセスメントの教育改善に焦点を当て，以下の取
り組みを段階的に進めた。
　 1 ． 体系的にコミュニティ・アセスメントを理解・実

施するための教授方法の検討
　 2 ． コミュニティ・アセスメントの技術習得のための

教材開発
　 1 ） 多角的な情報収集と，探索的アセスメントから

フォーカスアセスメントまでを連動させるアセス
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メントツール作成
　 2 ） 地区踏査の体感的理解のための動画教材の作成（都

市部編）
　 3 ．学部学生への動画教材に関するヒアリング

Ⅳ．教材開発の過程とポイント

1 ．�体系的にコミュニティ・アセスメントを理解・実施
するための教授方法の検討

1）学生のレディネスに応じた教授内容の検討
　本学学部では 2 年生前期科目「公衆衛生看護学」で，
コミュニティの健康支援という内容で講義・演習を行っ
ている。履修生のレディネスは，専門科目の学習が始まっ
た段階にあるため，各ライフステージの健康課題や看護
についての知識は少ない段階にある。そのため，本演習
では，特定のライフステージや健康課題に焦点を当てた
コミュニティの健康支援についてのアセスメントを行う
のではなく，地域のコミュニティ全体に焦点を当て人々
の生活を理解し，予測される健康課題を考え，支援方策
を模擬的に立案することができるような教授内容が必要
と考えた。

2 ）�コミュニティ・アセスメントの基盤となるモデルの
検討

　コミュニティ・アセスメントに関連するモデルはいく
つか存在する。活用目的に応じてプリシード・プロシー
ドモデル，ミネソタモデル，コミュニティ・アズ・パー
トナーモデル等のモデルがあり，学部生が理解しやすく，
段階的にコミュニティ・アセスメントを展開できるよう
なモデルを活用する必要がある。新任期・中堅期保健師
を対象とした塩見らの調査2）によると，基礎教育で学ん
だ理論・モデルでは81.7％がプリシード・プロシードモ
デルを，65.6％がコミュニティ・アズ・パートナーモデ
ルを学んでいる一方で，保健師としての実践の中では基
礎教育どおりにコミュニティ・アセスメントを実施でき
ないと答えている保健師が87％と多く，現任教育におい
ては52.4％がコミュニティ・アズ・パートナーモデルを，
40.6％がプリシード・プロシードモデルを用いた現任教
育を受けていた。そこで，基礎教育に位置付けられる本
演習において，コミュニティを理解し，人々の生活を理
解するという目的を達成するために最も適したモデル
は，コミュニティ・アズ・パートナーモデルであると考
えた。コミュニティ・アズ・パートナーモデルは，コア
（コミュニティを構成する人々）と 8 つのサブシステム
（物理的環境，教育，安全と交通，政治と行政，保健医
療と社会福祉，情報，経済，レクリエーション）で構成
されており，コアは， 8 つのサブシステムに影響を受け
ると共に影響を与えながらコミュニティを形成してい

く。ベティ・ニューマンのシステム理論3）に基づいてコ
ミュニティを捉え，ストレッサーへの介入，コミュニティ
への働きかけに予防の概念を取り入れているのが，コ
ミュニティ・アズ・パートナーモデルであり，基盤とな
るモデルとして，引き続き本学でも使用することとした。

2 ．�コミュニティ・アセスメントの技術習得のための教
材開発

1）コミュニティ・アセスメントツールの開発
　（ 1 ） 従来のコミュニティ・アセスメントシートの課

題
　学部教育で使用していたコミュニティ・アセスメント
シートは，コミュニティ・アズ・パートナーモデルを基
盤に作成されたシートであり，2005年頃より導入しマイ
ナー改訂を行いながら使用していた。演習の評価を通し，
従来活用していたコミュニティ・アセスメントシートで
は，学生は情報収集の方法が理解しにくく，結果として
地域特性・対象特性の理解の十分なアセスメント・健康
課題の抽出・支援方策の検討に至れていないのではない
かと考えた。
　（ 2 ） 本学の公衆衛生看護学教室で作成した「地域／

地区カルテ」の活用可能性の検討
　本学の公衆衛生看護学教室では，地区担当保健師が使
用することを想定した「地域／地区カルテ」を開発・試
用・評価した研究4）を行っていたため，「地域／地区カ
ルテ」の基礎教育での活用の可能性を検討した。しかし，

「地域／地区カルテ」は地区担当保健師が使用すること
を想定して開発しており，日々の保健活動における地域
特性への気づきを実践に生かすことを主眼としたツール
のため，看護学の初学者への適応は難しいと考えた。そ
のため，看護学の初学者でも使用しやすいコミュニティ・
アセスメントツールを作成するべく，既存のコミュニ
ティ・アセスメントに関するテキスト等5-7）を参考に，
教員間で検討を行った。
　（ 3 ） コミュニティ・アセスメントツールの作成のポ

イント
　アセスメントツールの作成にあたって以下の点を重視
した（図 1 ）。
　①データ収集
　健康課題を抽出するために不可欠な情報データを不足
なく収集できること，量的データ（主に統計データや二
次資料）と質的データ（主に地区踏査やヒアリング）の
双方を踏まえた情報を収集できることである。また，ア
セスメント過程においては，収集した情報との乖離が無
いよう，ステップを踏んで思考できるように丁寧に誘導
できることである。
　コミュニティのコアについての情報としては，「総人
口およびその推移，世帯数，転出入，人口密度，出生率，

聖路加国際大学紀要　Vol.10　2024.3.146



死亡率，外国人，昼夜人口，年齢階級別人口（年少人口，
生産年齢人口，高齢人口），世帯構造（単身世帯，高齢
者世帯，ひとり親世帯など），高齢化率，平均・健康寿命，
死因別順位上位，生活保護世帯率，自殺者数，要介護認
定率，ライフスタイル（食，飲酒・喫煙，運動，睡眠）」
などを網羅できるように項目を設けた。記載が抽象的に
なりがちな 8 つのサブシステムについても，「政治と行
政」であれば基本構想・理念，基本計画，投票率，財政
力など，「教育」であれば教育機関，進学率，待機児童，
病児保育施設など，「経済」であれば主要産業，産業別
就労者割合，労働力比率，失業率，平均所得など，「安
全と交通」であれば公的交通機関，コミュニティバス，
交通利用状況，警察・消防，災害関連施設，犯罪発生率
などである。
　②　アセスメントの過程
　探索的アセスメントからフォーカスアセスメントまで
を連動させるため，以下の 5 段階で検討できるように作
成した。
　a．アセスメント（情報から判断した健康問題）
　b．優先度を踏まえて取り組むべき健康課題
　c． フォーカスアセスメントへの意識づけとして，健

康課題に対して既に行われている支援や活用でき
る社会資源，強みについての整理，さらに必要と
なる情報収集の整理

　d． 「考えられる支援」として，保健師が中心となっ
て行える支援と関連部署・機関と協働して行う支
援の整理

　e．目的・目標，具体的方策，評価の方法

2 ）地区踏査の動画教材の開発（都市部編）
　地区踏査に関する動画教材の作成にあたって以下の点
を重視した。
　（ 1 ）課題の検討
　コミュニティ・アセスメントにおける情報収集では，
既存資料からの情報収集に加え，地区踏査による情報収
集も重要となる。地区踏査の具体的な観察ポイントが記
載された資料は提示されているが，実施方法についての
具体的な既存教材はなく，学生が地区踏査の具体的なイ
メージをつけにくいことが課題となっていた。そのため，
学生が地区踏査を実施するにあたり地域特性をとらえ，
生活者の視点で街を観察できるような動画教材の内容に
ついて教員間で検討した。
　（ 2 ）動画教材の内容
　自らが地区踏査をしている目線での動画となるように
することや実際の街並みを観察しながら具体的な観察ポ
イントを提案していき，地区踏査をしながら地域の健康
課題を検討できるような動画教材となるようにすること
であった。そのため，2022年10月－11月にA区の 3 エリ

ア（エリア①，エリア②，エリア③）を視察し，動画教
材で地区特性の理解が深まるような地区踏査の順路につ
いて検討した。その後，制作会社と共に時間帯ごとの観
察を行い，地域の特性が表れるような撮影場所・シーン
を検討した。また，既存の資料を参考にしながら，動画
教材内で地区踏査の観察ポイントを示し，地区踏査をし
ながら学生が健康課題につながる思考が持てるような構
成を検討した。結果，動画教材はA区の 1 つのエリアに
焦点をあてることとし，以下の構成とした。 1 コマの授
業内で活用でき，学生が集中して視聴できるよう，動画
教材は12分程度とした。
　①　動画教材の目的
　②　地区踏査のポイント
　③　地区踏査を行う場所（地図上で踏査ルートを示す）
　④　 平日の朝，昼，夕に同一経路を歩いて街を撮影し

た様子
　⑤　 動画は朝・夕の 2 画面を同時に表示し，時間帯の

特徴に応じて朝，昼，夕の 3 画面を同時に表示し，
見るべきポイントを字幕で作成

　⑥　エンディング
　　　動画教材URL：https://youtu.be/ctoTig3KJpg

3 ．学生への動画教材に関するヒアリング
　地区踏査の動画教材の作成過程では，プレ完成版を作
成した段階で本学学部生（学士編入生も含む）および大
学院生に試聴を依頼し協力が得られた 7 名（学部生 5 名・
大学院生 2 名）にヒアリング（アンケート）を行った。
以下に主なヒアリングの結果を示す。ヒアリングの結果
を参考に動画教材を修正し最終版を作成した（図2～5）。

Ⅴ．今後の課題

　試作した動画教材の評価は概ね良好であり，学生の理
解を助け，イメージをつけやすくできるとの意見であっ
た。試作したアセスメントツールと動画教材は，2023年
度の学部授業ならびに大学院保健師コースにて活用を始
めており，これまでの本学学部生におけるコミュニティ・
アセスメント能力の課題（情報収集の段階における質的
データの不足や，公開されている統計結果のみで健康課
題を抽出している点，「アセスメント・健康課題の抽出」
と「支援方策」との乖離）について，新規教材を用いる
ことでアセスメントの根拠データが豊富になり，支援方
策にも具体性が増し，教育効果が向上していることを教
員たちが実感できている。今回は学部学生への教育に焦
点を当てて教材開発に取り組んだが，その成果は大学院
教育にも活用でき，その次の段階として，大学院保健師
養成課程の院生に向けた教育改善として，他の保健師養
成課程での教育方法の比較検討や農村・山間部バージョ
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図 1　コミュニティ・アセスメントシート
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ンの動画作成，展開プロセスの評価ツールの作成等にも
取り組んでいきたいと考える。
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図 2　動画教材は参考になりましたか？

図 3　�自分で地区踏査をする際に、この動画は役に立つと
思いますか？

図 4　画面の見やすさについて教えてください

図 5　動画の時間について教えてください
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